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１．概要（Summary） 

Ti 基金属ガラス表面に生体活性ナノメッシュ層を形成

した上に、水熱法で酸化亜鉛ナノ構造を形成し、その形

態観察を行うために、東京工業大学超高速エレクトロニク

ス棟の電界放射型走査電子顕微鏡装置を利用した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電界放射型走査電子顕微鏡(FE-SEM) S4500 

【実験方法】 

まず研究室にて、5M の NaOH 溶液中での水熱電気

化学処理によりチタン基金属ガラス表面に生体活性ナ

ノメッシュ構造を形成し、その上に酸化亜鉛ナノ構造を

水熱法で形成した試料を作製した。その表面構造をナ

ノテクプラットフォームの設備である走査型電子顕微鏡

(S4500)を用いて観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 Ti基金属ガラス上に形成された生体活性酸化物層がナ

ノサイズの網目形状を有していることが分かった(Fig.1)。

また、その上に形成したナノ構造酸化物(その他の評価で

酸化亜鉛であることを確認済み)も作製条件により形状が

制御可能であることが分かった(Fig.2)。なお、申請当初

は断面構造の評価を行う予定であったが、その構造的な

特長から、主に表面からの観察像の撮影で評価を行った。

この結果、同ナノ構造が水溶液中で徐々に分解し、亜鉛

イオンを徐放する形状をうる作製条件が示唆された。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 
Fig. 1 Surface SEM images of the Ti-based 

BMG at low magnification 

Fig. 2 ZnO nanostructure formed on bioactive 

nanomesh on Ti-based BMG. 


